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具体的な課題

課題の原因 課題解決の方策

次年度の数値目標

　４・５・６年生ともに、目標値や全国の平均正答率を上回っている項目が多かったのは、「資料の
読み取り」を問う問題であった。しかし、すべての項目で上回っているわけではなく、継続して改善
に取り組んでいく必要がある。
　４・５年生においては、全国の平均正答率を上回る児童の割合が５割程度となっており、「基礎」
「活用」ともに、知識や技能が定着しているとは言い難い。
　６年生においては、全国の平均正答率を上回る児童の割合が７割程度となっており、「基礎」
「活用」ともに、知識や技能が定着していると言える。

　定着状況の分析から、４・５・６年に共通する課題として、次の２点が挙げられる。
①情報から必要な事柄を取捨選択する。②工夫や特徴について自分の言葉で表現する。
　４年生は「土地利用の様子」の問題において「地図記号の理解」が十分でなく、方角や距離な
ど、地図を正確に読み取ることに課題がある。
　５年生は「どんな工夫がされているか？」「「どんな特徴があると言えるか？」など、具体的な様
子を交えて答えることが課題である。
　６年生　「工業生産について」の問題において「化学工業の製品理解」や「工業製品と貿易」につ
いて、資料から情報を読み取り、自分の言葉で考えを表現することが課題である。

【知識・理解の不足】
　学習の中で、知識を定着させる活動が
不足していることが考えられる。社会科の
授業においては、資料等から情報を読み
取り、自分の考えをもつことが重視されて
いるが、一方で演習的な時間も確保する
必要があると思われる。また、具体的な操
作が知識につながるように、記述でアウト
プットすることも大切にしたい。

【社会科的な思考力の不足】
　資料を読み取る力、読み取った事柄から
必要な情報を引き出す力が、十分に身に
付いていないことが考えられる。また、情
報を整理し、自分の考えをまとめ、文章化
していく力も不十分であると思われる。

【疑問解決力の不足】
　自分でゆっくり考えたり友達と話したりし
ながら、疑問を解決する時間が、学習時
間の中で保証できていないことが挙げら
れる。

・単元の中で，適切な時期に問題演習の時間を設け
ることで、知識の定着を図るとともに、問題の形式や
資料の読み取りに慣れさせる。
・教室内の掲示を工夫し、単元学習の中での要点を
印象付ける。
・プリントやドリルの問題だけでなく、学習する語句や
事柄を使ったカルタやすごろく、パズルの作成など、
児童が楽しみながら学習できる工夫をする。

・資料を読み取る力を育成するためには、低学年か
らの積み上げが必要であり、生活科も視野に入れな
がら、３年生から意図的・計画的に学習に取り入れて
いく。
・自分の考えを記述するためには、根拠を大切にさせ
なければならない。根拠を明確にし、それに基づいて
文章を書く指導を行っていく。また，国語科における
書く力の育成とも関連させながら指導していく。

・児童が、興味や関心のあることをじっくりと調べられ
る時間や環境づくりを意識する。また児童同士が「分
からないから教えて！」と、気軽に友達とやり取りしな
がら、疑問を解決する時間の確保も目指したい。

　社会的事象についての「知識・理解」の定着を図り、各学年とも観点別の正答率が８０％を超え
る数値を目指す。
　社会的事象への関心・意欲・態度の正答率を維持、またはさらに向上できるよう授業改善、授
業検証を行い「社会的な思考力」の数値が前年度を上回るようにする。


